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令和３年 第２回甲良町教育委員会本会議議事録 

 

令和３年６月１６日（水）、甲良町公民館において、令和３年 第２回甲

良町教育委員会本会議を開催する。 

 

 １．出席委員は、次のとおり 

   松田教育長、日下和子委員、尾﨑隆昭委員、藤真照委員、新家美靜委員 

 

１．委員以外の出席者は、次のとおり 

寺田学校教育課長、上田社会教育課参事、望月教育総務課課長補佐、 

寺川子育て支援センター所長、髙橋図書館長、 

堀口甲良東保育センター園長、清水甲良西保育センター園長、 

 

 

１．本会議の日程は、次のとおり 

日程番号 議案番号 件        名 

日程第１  令和３年第１回会議録承認の件（新家委員） 

日程第２  会議録署名委員の指名（日下委員） 

日程第３  教育長報告 

日程第４ 承認第９号 
甲良町立幼稚園使用料条例施行規則の一部を改正する規則

につき、承認を求めることについて 

日程第５ 承認第 10 号 
甲良町学力向上事業補助金交付要綱の一部を改正する訓令

につき、承認を求めることについて 

日程第６ 承認第 11 号 
甲良町立学校プール管理規則を廃止する規則につき、承認を

求めることについて 

日程第７ 承認第 12 号 
甲良町立中学校生徒海外派遣研修事業補助金交付要綱を廃

止する訓令につき、承認を求めることについて 

日程第８ 承認第 13 号 
甲良中学生海外派遣研修事業旅行団設置要綱を廃止する訓

令につき、承認を求めることについて 

日程第９ 承認第 14 号 

令和３年度甲良町学校・園教育および社会教育ならびに人

権教育等に関する一般方針を定めることにつき、承認を求

めることについて 

日程第 10 承認第 15 号 
甲良町社会教育委員の委嘱につき、承認を求めることについ

て 
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日程第 11 承認第 16 号 
甲良町就学支援委員会委員の委嘱につき、承認を求めること

について 

日程第 12 承認第 17 号 
甲良町人権問題啓発指導員の任命につき、承認を求めること

について 

日程第 13 承認第 18 号 
甲良町立学校運営協議会委員の任命につき、承認を求めるこ

とについて 

日程第 14 承認第 19 号 
甲良町立図書館協議会委員の委嘱につき、承認を求めること

について 

日程第 15 承認第 20 号 甲良町公民館職員の任命につき、承認を求めることについて 

日程第 16 認定第１号 
令和３年度要保護および準要保護児童生徒の認定を求めるこ

とについて 

 

 

○松田教育長 それでは、失礼します。 

 教育委員の４名の皆さんには大変お忙しいところを、また、お出にくい中を

ご参加いただきましてありがとうございます。 

 予定の時刻を少し過ぎましたが、ただいまより令和３年第２回の教育委員会

の本会議を始めさせていただきます。ここからは座って失礼します。 

 それでは、早速ですが、お手元の議事日程をご覧いただいて、日程第１ 令

和３年第１回目の会議録承認の件につきまして、新家委員、よろしくお願いし

ます。 

○新家委員 令和３年第１回の会議録を見させていただいて、点検させていただ

きました。承認させていただきます。 

○松田教育長 ありがとうございます。 

 次に、日程第２ 議事録の署名委員を指名させていただきます。日下委員、

よろしくお願いします。 

○日下委員 承知しました。 

○松田教育長 お願いします。 

 それでは、続きまして教育長報告をさせていただきます。１点報告と２点連

絡という形で申し上げます。 

 まず、報告の１つにつきましては、昨年の本会議にも報告をいたしましたが、

今年度よりＩＣＴ教育の推進、とりわけＧＩＧＡスクールが前に昨年度から進

んでおりまして、甲良町におきましても環境整備、児童・生徒へのタブレット

の配置等々も進みました。本町には、このＩＣＴ教育の推進につきましては町

のＩＣＴ教育推進検討委員会というものを昨年度より組織をしまして、そこで

甲良町における小中学校のＩＣＴ教育をどのように進めていくのか、それは授
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業づくりもそうですし、教職員の技能の向上も研修の１つというような形で位

置づけて、昨年度より推進委員会を進めてまいりました。今年度４月から教職

員の指導力の向上研修という形で、県の教育委員会、あるいは、総合教育セン

ター等と連携した研修派遣、あるいは授業づくりの研修会、そういったものを

計画的に進めているところです。 

 加えまして、ＧＩＧＡスクールの環境整備、タブレットの配置はできました

が、なかなか、タブレットあるいは校内ＬＡＮ等を活用した授業づくりを進め

ようとなりますと、教職員の力量がそこまで届かないような、そんな教職員も

やっぱり組織の中にはおりますので、その辺を補完するという形で、町でＩＣ

Ｔ教育支援員を１名配置いただきまして、この支援員が、東小学校、西小学校、

中学校と訪問いただいて、先生方の困ったこと、あるいは、こういうふうな工

夫ができる、そういった授業づくりはもちろん、機器の不都合等がありました

ら、学校の教職員と一緒になって、その解決に、あるいはその指導をしていた

だいているところです。そういった形で、本町におけるＩＣＴ教育を推進して

おります。 

 昨年も申し上げましたが、ＩＣＴ教育を導入した授業を考えたときには、利

点が３つほど、大きくは考えられるなと思っています。 

 まず１つは、子どもたちが五感、一人一人の五感を作用させて、学びを深め

ることができる。例えば地域教材を、自分たちで作った自作教材を活用するこ

とができると思いますし、あるいは、文科省から出されているデジタル教科書

を活用することもできます。また、町内はじめ県内、あるいは国内の社会教育

施設等の資料も取り込んで、それを活用することができるということで、非常

に五感を作用させるというような、とりわけ視覚と聴覚に訴えられるような、

そんな教材、資料の活用が簡単にできるというようなことが、まず利点１かな

と思います。 

 それから２つ目は共同学習、いわゆる子ども同士の共に学び合うという、力

を合わせて学習を進めていく、そういう共同学習による様々な考えを学び合う

ことができる。この点も利点かなと思っています。当然、このＩＣＴを導入さ

れる前から、グループ学習とかグループワークとか、そういったものは、これ

までも進めてまいりましたが、その辺がより深く、そして広く、いろんな経験

をすることができるというようなことで、また、学級全体の意見交流等も、誰々

ちゃんは何を考えているかというようなことも、タブレットを見るだけでお互

いに考えを交流できると、そういった学習を組み合わせることによって、子ど

もたちの学びを深めることができるなということを思います。 

 それから、利点３つ目としましては、子どもたち一人一人の興味、関心も、

同じテーマの学習でも興味、関心は一人一人違う、そういった一人一人の興味、
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関心に合わせた調べ学習や探求学習が進められるということ。それから、本町

の最大の教育課題であります自己実現をめざすための学力向上、いわゆる学力

を高める、そのための一人一人の学力課題に応じた個別の学力補充学習もこの

タブレットを使って、ＩＣＴ教育を駆使して進めることができるという、いわ

ゆる個別最適化学習というように言われていますが、こういった五感を作用さ

せた学びから、仲間と共に学び合い、そして、意見、考え方を交流し合える学

び、一人一人の子どもの課題、学力に応じた学習の場を工夫することができる、

こういったことをこのＩＣＴ教育、情報通信技術を授業に取り入れることによ

って進めることができる。このことは、子どもたちの各教科の学習の意欲を高

めて、集中を増しながら、学びを深めることができることにつながるというよ

うに考えております。とにもかくにも、せっかく環境整備、タブレットも配置

いただきましたので、何とか教職員の活用技能も高めて、それを授業にうまく

活用できる、そういった技術を高める、そんな研修を教職員と共に進めていき

たいというようなことも思っています。以上が報告の１番目です。 

 ２番目ですが、令和４年度の滋賀県第４地区、第４地区と申しますのは彦根、

愛知、犬上です、の小中学生の特別支援学級で使用される教科用図書の採択の

協議が５月から始まりました。令和４年度から使用される教科用の図書です。 

 皆さんにご連絡したいのは、６月４日、既に始まっているんですが、６月４

日から７月１日まで、その教科用の図書として展示されているその場がござい

ます。それが彦根市立図書館内の彦根教科書センターというところで展示をさ

れています。小中の特別支援学級の教科用の図書、それに候補として挙がって

いる教科書展示が６月４日金曜日から７月１日木曜日まで、彦根市立図書館内

の教科書センターで展示されていますので、もし時間が許すようなことであれ

ば、また見ていただけたらというようなことで、ご案内ということです。 

 それから、８月１８日に第２回の教科用図書採択協議会が彦根市役所でござ

います。このときには採択されると、一応採択されるという運びで今進んでい

ます。もしそこで採択されたならば、各市町の教育委員会に８月中に報告、連

絡されます。それを受けまして、いつものように８月中に各市町教育委員会で

それを承認、決定するということで、おそらく８月末の末になるであろうと思

いますが、来年度、令和４年度の小中特別支援学級の使用教科用図書の甲良町

での承認、決定につきましては、８月の末になるであろうと思われますので、

また、心の準備等をよろしくお願いしたいと思います。追って、これは決定し

ましたら連絡を差し上げます。 

 ３つ目の、これも連絡になりますが、実は、地域の長寺西のマルヤマノブタ

カ様という方から、子育て支援センターへ子どもたちの遊び、遊びの中から、

就学前ですので学ぶわけですが、そのための寄贈品を頂きました。先日、寄贈
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式をしまして、来月の広報に、９月の広報にその品々は写真入りで紹介される

と思いますが、報告させていただきます。まず、大きな外に掲示するような汽

車の掲示板、それから水遊び用のプール、３つ目はボールプール、ボールをい

っぱい入れてというあれやと思います。現物を見せていただきましたが、まだ

ボールは放たれていませんでした。それから、ちょっと腰かけて会話できるよ

うな、雑談できるような、あるいは何か食事でもできるような、そんな用に木

製のベンチ・テーブルセット、それから、洗濯可能なソフト積み木、この５点

を寄贈していただきましたので、寄贈式も終えたということで、教育委員の皆

様にはご報告させていただきます。 

 以上が１点の報告と２点の連絡という形で申し上げました。何か教育長報告

の中でご質問等ありましたらお願いします。よろしいでしょうか。それでは、

急ぐようですが、次に、日程第４ 承認第９号について、事務局より説明をお

願いします。 

○望月課長補佐 本来なら福原も出席する予定でしたが、諸事情で本日は欠席

をさせていただいております。申し訳ございません。 

 では、１枚おめくりください。 

 承認第９号 甲良町立幼稚園使用料条例施行規則の一部を改正する規則に

つき承認を求めることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。

甲良町教育委員会教育長。甲良町立幼稚園使用料条例施行規則の一部を改正

する規則について、教育長に対する事務委任規則第１条第１２号の規定により

承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。甲良町立幼稚園使用料条例施行規則の一部を次のよ

うに改正する。第６条を次のように改める。その他。第６条、この規則に定め

るもののほか、徴収等に関し必要な事項は別に定める。付則。この規則は公布

の日から施行し、改正後の甲良町立幼稚園使用料条例施行規則の規定は、令和

３年４月１日から適用するものでございます。この改正の理由といたしまして

は、幼稚園に通っているお子さんたちがマスクだったり、給食に使用するお箸

だったり、白米を忘れてきたときに園の方から提供し、お金を徴収しておりま

す。その金額が定められておられなかったので、内規として、今回定めたもの

でございます。以上です。 

○松田教育長 事務局の説明が終わりました。 

 承認第９号につきまして、質問等ございましたら、お願いします。よろしい

ですか。 

 それでは、承認第９号につきまして、承認いただける方は挙手をお願いしま

す。 

（賛成者挙手） 
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○松田教育長 ありがとうございます。承認第９号は承認されました。  

 続いて、日程第５ 承認第１０号について、事務局より説明をお願いします。 

○望月課長補佐 承認第１０号 甲良町学力向上事業補助金交付要綱の一部を

改正する訓令につき承認を求めることについて、上記の議案を提出する。令和

３年６月１６日。甲良町教育委員会教育長。甲良町学力向上事業補助金交付要

綱の一部を改正する要綱について、教育長に対する事務委任規則第１条第１２

号の規定により承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。甲良町学力向上事業補助金交付要綱の一部を次のよ

うに改正する。第２条中、甲良町立中学校の次に、および甲良町立小学校を加

え、別表を改めるものでございます。付則。この訓令は、公布の日から施行し、

改正後の甲良町学力向上事業補助金交付要綱の規定は、令和３年４月１日か

ら適用する。 

 このページの裏をご覧ください。甲良町学力向上事業補助金交付要綱新旧対

照表が載っております。毎年実施されている漢字検定、英語検定、数学検定に

ついては、既に補助対象校と補助金額が変更されていたにもかかわらず、要綱

の改正がされておりませんでしたので、実情に合わせ改正するものでございま

す。表を見ていただきまして、改正後の方です。補助対象事業、漢字検定に甲

良町立小学校を加えて、補助限度額、小学校児童は、検定料と同額とし、補助

金の交付は児童１人当たり年１回とする。中学校生徒は、検定料と同額とし、

補助金の交付は生徒１人当たり年３回までとする。英語検定、数学検定につき

ましては、甲良町立中学校のみで、検定料と同額とし、補助金の交付は生徒１

人当たり年３回までとするとしたものです。以上です。 

○松田教育長 事務局の説明が終わりました。ご質問等ございましたら、お願い

します。中学生、金額も変わってくるんですね。 

○望月課長補佐 そうですね。 

○松田教育長 そういうことやね。１人１，０００円とか何か書いてあるやつが。 

○望月課長補佐 級によって金額はそれぞれ変わってきますので。 

○藤委員 これは全員受けられるんですか。 

○望月課長補佐 全員、希望者は受けられます。漢字検定につきましては、中学

生は１人１回。小学生につきましては、西は１年生から６年生まで、東が２年

生から６年生まで、去年受検しております。 

○藤委員 漢字検定１回というのは、全員が受ける、希望者でよろしいね。 

○望月課長補佐 はい。 

○松田教育長 よろしいですか。 

 それでは、承認第１０号につきまして、ご承認いただける方は挙手をお願い

します。 
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（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１０号は承認されました。  

 続きまして、日程第６ 承認第１１号について、事務局より説明をお願いし

ます。 

○望月課長補佐 それでは、承認第１１号 甲良町立学校プール管理規則を廃

止する規則につき承認を求めることについて、上記の議案を提出する。令和３

年６月１６日。甲良町教育委員会教育長。甲良町立学校プール管理規則を廃止

する規則について、教育長に対する事務委任規則第１条第１２号の規定により

承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。甲良町立学校プール管理規則は廃止する。 付則。

この規則は、公布の日から施行する。現在、学校プールについては使用してい

ないため、今回廃止するものでございます。プールの授業につきましては、去

年はコロナの影響でできておりませんが、甲良町の温水プールの方で実施して

おります。 以上です。 

○松田教育長 承認第１１号につきまして、事務局の説明は終わりましたので、

ご質問ございましたら、お願いします。現在使われていません。 

○日下委員 使われていないけど、プールはどうなるんですか。 

○望月課長補佐 今後、解体していく予定でございます。 

○日下委員 どろどろの汚い状態でほったらかしになっていますよね。 

○望月課長補佐 そうですね。結構金額がかかるみたいなので、計画して順番に

壊していく予定です。 

○松田教育長 また、そこを有効活用できればね。 ほかにございませんか。 

 それでは、承認第１１号につきまして、ご承認いただけます方は挙手をお願

いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１１号は承認されました。  

 次に、日程第７ 承認第１２号につきまして、事務局より説明をお願いしま

す。 

○望月課長補佐 承認第１２号、甲良町立中学校生徒海外派遣研修事業補助金

交付要綱を廃止する訓令につき、承認を求めることについて、上記の議案を提

出する。令和３年６月１６日。甲良町教育委員会教育長。甲良町立中学校生徒

海外派遣研修事業補助金交付要綱を廃止する訓令について、教育長に対する

事務委任規則第１条第１２号の規定により、承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。甲良町立中学校生徒海外派遣研修事業補助金交付

要綱は廃止する。付則。この訓令は公布の日から施行する。甲良町立中学校海

外派遣研修事業は終了しているため、今回、廃止とさせていただくものです。
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以上です。 

○松田教育長 事務局の説明が終わりました。承認第１２号につきまして、質問

等ございましたらお願いをいたします。 

○藤委員 廃止に至った経緯ですとか、なぜ廃止されたのか、その理由を聞かせ

てください。 

○望月課長補佐 聞いているのは、監査委員さんの方から、中学校生徒の限られ

た人数ですので、中学校全員に英語体験をできるようにた事業をと言われたん

です。それで、この海外派遣を廃止して、今、夏休みに甲良中学生を対象にイ

ングリッシュキャンプ、学校に来てもらって１日英語しか使えないという日を

設けて、それを代替の事業として今年度実施する予定でおります。 

○藤委員 甲良中として、せっかくこんなすばらしいプログラムがあったという

ことを私も非常に評価していたんですけども、残念ながら、ニュージーランド

へなかなか行けないのに、こういうプログラムがなくなったということは非常

に残念に思っておりました。それで、それに代わるものはイングリッシュキャ

ンプ、それは全員対象ということですか。 

○望月課長補佐 はい。 

○藤委員 これから海外の派遣のこういう予定はないんですか。 

○望月課長補佐 ないと思います。 

○藤委員 今こういう状況の中ですけどもね、将来また、ぜひそういうプログラ

ムをやってもらえたらすばらしいなと思うんですけどね。これは私の意見です。

また、上の方へ要望して。 

○望月課長補佐 旅行会社さんが言うていたんですけれども、今、このコロナの

関係で、リモートでやっているみたいですと。それがこれから主流になってく

るんじゃないかということを旅行会社さんも言うておりました。 

○藤委員 リモートと実際行くのとは違います。全然違います。私の意見ですけ

ど。 

○松田教育長 ほかに関連したご意見等ありますか。今、事務局の方から終了し

た経緯、それから、その代わりの事業を話しされました。藤議員のご意見、し

っかりと承って、やっぱり、この海外派遣の効果検証、それからイングリッシ

ュキャンプの効果の検証、この辺をしながら、この事業でいいのかどうかとい

うことをもう少し検討を加える必要があるのかな。例えば海外に研修に出た。

そこの言葉だけでない、いろんな文化とか風習とか、そういったものを体験す

るということの値打ち。ただ、監査委員は、ごくごく限られた一部にという、

交付金を、税金を使うという、もうちょっと広く中学生全体にという観点から

の指摘がありましたが、効果等を検証して、やっぱり、藤委員から出された意

見をしっかりと検討をしていくということで考えていきたいと思います。ほか
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にございませんか。 

 それでは、今、意見もお聞きしましたが、本日出されている、いったん、海

外派遣研修事業につきましては終了をしたというそのことから、廃止する、承

認第１２号につきまして、お諮りしたいと思います。ご承認いただける方は挙

手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございました。承認第１２号は承認されました。  

 続いて、関連すると思いますが、日程第８ 承認第１３号につきまして、事

務局から説明をお願いします。 

○望月課長補佐 承認第１３号 甲良中学生海外派遣研修事業旅行団設置要綱

を廃止する訓令につき承認を求めることについて。上記の議案を提出する。令

和３年６月１６日。甲良町教育委員会教育長。すいません、これ、ちょっと訂

正の方をお願いしたいんですけれども、甲良町立中学校生徒海外派遣研修事業

補助金を、すいません、甲良中学生海外派遣研修事業旅行団設置要綱と訂正の

方をお願いしたいかと思います。申し訳ございません。下の方です。申し訳ご

ざいません。甲良中学生海外派遣研修事業旅行団設置要綱を廃止する訓令に

ついて、教育長に対する事務委任規則第１条第１２号の規定により、承認を求

めるものでございます。 

 １枚おめくりください。甲良中学生海外派遣研修事業旅行団設置要綱は廃

止する。付則。この訓令は公布の日から施行する。こちらの方も先ほどの事業

が廃止されましたので、すいません、事業の終了のため廃止するものでござい

ます。 

○松田教育長 承認第１３号につきましては、１２号と同じような理由で承認を

求めるということで、事務局から説明がありました。承認第１３号につきまし

て、ご質問等ございましたら、お願いします。よろしいでしょうか。 

 それでは、急ぐようですが、承認第１３号につきまして、ご承認いただける

方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１３号は承認されました。 

 続いて、日程第９ 承認第１４号につきまして、事務局より説明をお願いし

ます。 

○望月課長補佐 承認第１４号 令和３年度甲良町学校園教育および社会教育

ならびに人権教育等に関する一般方針を定めることにつき、承認を求めること

について、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良町教育委員会教

育長。令和３年度甲良町学校園教育および社会教育ならびに人権教育等に関

する一般方針を定めることについて、教育長に対する事務委任規則第１条第１
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号の規定により承認を求めるものでございます。 

 おめくりください。令和３年度の教育大綱というものをつけております。教

育大綱につきましては、この後の教育総合会議の方で説明いたします。４ペー

ジをご覧ください。 

 ４ページの方から、それぞれ担当の方が説明をしていきます。質問等があり

ましたら、一括で後からお願いしたいかと思います。４ページにつきましては、

甲良町教育目標のことについて書かせていただいております。朱書きしたとこ

ろが去年と今年の変更点となります。下の方、命を付け加えさせていただきま

して、第４次甲良町総合計画を策定し、せせらぎのように美しく、一人一人が

輝くまちづくりを進めていくということで、変更の方をさせていただいており

ます。すいません、教育委員会の方針なんですが、基本方針自体はあまり変わ

っていくものじゃないかというふうに考えております。ただし、コロナの関係

等であったりとか、いろんな事情、情勢に合わせて内容の方を変えさせてもら

っております。 

 ５ページから、甲良町学校園教育方針については、去年と大きく変わってお

りません。教育長報告でもありましたように、ＩＣＴ教育、ＩＣＴ教育支援員

の配置や情報通信教育の推進の方を進めさせていただきたいと思っておりま

す。以上です。 

○上田参事 続きまして、甲良町社会教育方針、そして、甲良町人権教育方針、

甲良町社会体育方針のご説明をさせていただきますが、こちらにつきましても、

昨年と変更のあった箇所を赤字としておりますので、そちらの方の説明をさせ

ていただきます。 

 それでは、１２ページです。甲良町社会教育方針。１、基本方針です。ペー

ジ中段。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活に加え、様々

な社会教育活動が制限されていることから、町民の活力が低下し、心身の健康

にも影響が出てきています。このような状況下においても町民が集い、学び、

実践できる方法を模索し、町民の活用を取り戻せる取組を展開していきますと

追加しております。 

 続きまして、１４ページ。２、重点施策。（１）生涯学習、社会教育の推進。

３行目です。学習講座や甲良町の魅力を再発見できるを追加しております。 

 続きまして、１６ページをお願いいたします。（１１）社会教育関係団体の

育成。２行目でございます。および育成に取り組むを追加しております。 

 続きまして、２１ページ。甲良町人権教育方針です。ページ下から９行目。

偏見や憎悪がもとで引き起こされる嫌がらせや身体的な暴力を伴うヘイトクラ

イム、憎悪犯罪を追加しております。 

 続きまして、２２ページをお願いいたします。ページ上から５行目。また、
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新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大に伴い、感染が判明した人や疑

われた人、その家族、治療に当たる医療従事者等に対する誹謗中傷や心ない書

き込み等が発生していることから、今後のウイズコロナ社会、新型コロナウイ

ルスと共存、共生する社会を見据え、人権に配慮した行動に努めるよう、教育、

啓発に取り組みます。 

 続きまして、２８ページをお願いいたします。甲良町社会体育方針です。ペ

ージ中段になります。２０２５は２０２４からの変更でございます。こちらに

つきましては、コロナによる国スポ・障スポが１年延期されたことに伴う変更

でございます。 以上です。 

○高橋図書館長 それでは、図書館です。図書館は、１番、運営基本方針。２番、

推進の基本の変更はございません。図書の収集、整頓に努めながら、引き続き

全体の生涯教育を支援してまいります。続きまして、３番の活動内容の表です。

こちら、変更を含め説明いたします。来館促進のための諸行事は開催、また、

子どもの健やかな育成を支援していくブックスタート及び同フォロー事業を進

めてまいります。 また、西小学校の拡大移動図書館と学校図書室のリニュー

アルも進めてまいります。 また、ヤングアダルトコーナーですけれども、利

用が少ない中高生を対象にしましたサービスでして、こちらの方も本年度しっ

かり拡充してまいりたいと存じております。また、使いやすい書架づくりも推

進してまいります。簡単ですが、以上です。 

○堀口園長 失礼します。東西保育センターです。 

 昨年度と大きく変わりはありませんが、これからの社会の中で、子どもたち

が生きていくために求められる力としまして、思考力、判断力、表現力が大切

と言われています。教育要領であったり保育指針の中で、幼児期の終わりまで

に育ててほしい１０の姿が明記されています。保育センターにおきましても、

確かな学力の基礎を育てるために、主体的に生活し、豊かな経験の中で遊びを

繰り返し、楽しむ保育の充実に努めていきたいと思います。そのためには、ま

ず、園で基本的な生活習慣の自立が重要であると考えています。マニフェスト

にありますめざす子ども像にも示しておりますが、自分のことは自分でしっか

りできる子、健康でしなやかな心と体を持つ子どもをめざして、家庭としっか

り連携しながら取り組んでいきたいと思います。 

 また、昨年度より流行しています新型コロナウイルス感染症により、園での

生活様式も変わってきています。行事等の縮小であったり、行動の制限により

クラスの中での少人数での活動の工夫であったり、正しいマスクの着用、適切

な手洗い・うがいの実施、３密を避けての活動内容の工夫であったり、給食時

にパーテーションを使用するなど、今年度も安全対策をしっかり行いながら、

安心安全に生活が送れるようにしていきたいと思っています。 
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 最後に、家庭支援にも力を入れていきます。様々な家庭環境の中で、情緒的

に不安定な姿を見せる子どもたちもいます。一人一人の家庭状況を把握しなが

ら、各機関とも連携し、寄り添いながらしっかりと支援していきたいと思って

います。以上です。 

○寺川所長 子育て支援センターです。子育て支援センターは、令和３年４月か

ら子ども家庭総合支援拠点と位置付けられました。その中で、総合支援拠点と

いうのは、児童福祉法の改正で、２０２２年まで各市町に努力義務ですが設置

をしなさいということです。 

 では、具体的にどのようなことを支援センターがやるのかといいますと、妊

娠期から青年期まで、全ての子ども、家庭の悩み、相談をやって、必要な支援

を行う機関となりました。相談を受けるだけでなく、その家庭、子どもに必要

な支援を入れるということを目的としています。いろんな相談があります。子

どもの発達、それから子育て、ひきこもり、不登校、児童虐待の防止、このよ

うな相談に対して、社会福祉士、保健師、保育士、講師が必要な支援に子育て

支援センターで当たっています。このような相談に乗ることで、子どもの学力

向上のための土台づくり、家庭の土台づくりも支援センターで行っています。 

 これからも各機関と連携を強化しながら、職員一丸となって取り組みたいと

思っていますので、よろしくお願いします。 

○松田教育長 以上、それぞれの担当がはしょって短時間で説明させていただき

ました。本日お目通しいただいたばかりですので、なかなか質問、ご意見を頂

戴するのは厳しいのかなと思いながら、一応、昨年度までと変わった、大綱の

中で内容については朱書きでということと、特に今年度、こういう方針の下で

進めるのは、この事業あるいはこの政策については力を入れて取り組んでいき

たいというのが、簡単に説明の中に入っていました。後の総合教育会議で、こ

の教育大綱については協議する時間もございますが、今、説明が終わりました

ので、ここで皆様からのご質問等をお受けしたいと思います。よろしくお願い

します。 

○尾﨑委員 教育長よろしいですか。 

○松田教育長 どうぞ。 

○尾﨑委員 これも後で、東西の保育センターから説明というのはこれで終わり

なんですね。すいません、私も、今、幼稚園の方も保育園の方も、あまり詳し

いことは存じ上げないんですけれども、コロナ禍になってからすごく大変で、

先生もご苦労されていらっしゃることだと思うんですけれども、やっぱり年齢

的にもなかなか、マスクをしたりとか、小学校になったらまだ少し言っている

ことも分かってくるかと思うんですけれども、それだったり、特に最近、滋賀

県の方でも保育園で変異株が出てから、クラスターということがちょこちょこ
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といろんなところで起こっていると思いますので、その辺りはどうなんでしょ

うかね。大変なことであったりとか。 

○堀口園長 マスクの着用とか、変異株のいろいろと日々変わっていったりと

か、増えていったりとかいうふうな状況の中なんですが、保育センターにおき

ましても、いろんな研修へ行く中で、乳児については、ゼロ歳、１歳、２歳児

については、呼吸なんかも自分で管理ができないということで、マスクの着用

は３歳、４歳、５歳児にしています。ただ、少し前に小学校でマラソンをして

亡くなったとテレビでもありましたけども、それも受けまして、外での活動で

あったりとか、室内でも運動遊具なんかも使って活発に遊んだりとか、走り回

ったりとかいうふうなときには、マスクを外して活動をしようかというふうに

しています。ほかのときについては、やっぱり、マスクの着用ということを今

現在ではさせていただいています。 

○尾﨑委員 いろいろとテレビを、去年なんか特に映っていたと思うんですけれ

ども、終わった後、子どもさんが遊んだりあんな大変じゃないですか。それは

今も。 

○清水園長 はい、今も継続させていただいています。 

○尾﨑委員 分かりました。 

○松田教育長 ほかにございませんか。もし、また、ご意見等がございましたら、

総合教育会議の中で意見交流できればと思います。 

 それでは、いったんお諮りをさせていただきます。承認第１４号につきまし

て、ご承認いただける方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１４号は承認されました。  

 次に、日程第１０ 承認第１５号につきまして、事務局、説明をお願いしま

す。 

○望月課長補佐 承認第１５号 甲良町社会教育委員の委嘱につき承認を求め

ることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良町教育委

員会教育長。甲良町社会教育委員の委嘱について、甲良町社会教育委員に関す

る規則第２条により承認を求めるものでございます。１枚おめくりください。

担当の方より説明いたします。 

○上田参事 甲良町社会教育委員です。任期につきましては、令和３年４月１日

から令和５年３月３１日となっております。委員さんにつきましては１０名と

いうことで、新たに２名の方が委員となっていただいております。７番、陌間

 守様。９番、奥川 喜美枝様。以上です。 

○松田教育長 事務局より説明がございました。承認第１５号案につきまして、

ご質問がありましたら、お願いします。ございませんか。 
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 それでは、承認第１５号につきまして、ご承認いただける方は挙手をお願い

します。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。 

 次に、日程第１１ 承認第１６号につきまして、事務局、説明をお願いしま

す。 

○望月課長補佐 承認第１６号、甲良町就学支援委員会委員の委嘱につき承認

を求めることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良町

教育委員会教育長。甲良町就学支援委員会委員の委嘱について、甲良町就学支

援委員会規則第４条の規定により承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。この方々の任期につきましては、今年４月１日から

来年３月３１日となっております。承認を求めるものでございます。以上です。 

○松田教育長 一覧表、委員名が出されています。質問等ございましたら、お願

いします。ございませんか。それでは、お諮りします。 

 承認第１６号につきまして、ご承認いただける方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１６号は承認されました。  

 続いて、日程第１２ 承認第１７号につきまして、事務局、説明をお願いし

ます。 

○望月課長補佐 承認第１７号 甲良町人権問題啓発指導員の任命につき求め

ることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良町教育委

員会教育長。甲良町人権問題啓発指導員の任命について、甲良町人権問題啓発

指導員設置に関する規則第３条の規定により承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。担当の方より説明いたします。 

○上田参事 甲良町人権問題啓発指導員、任期につきましては令和３年４月１

日から令和５年３月３１日までになっております。委員につきましては、全員

で１４名ということで、新たに４名の方が委員となっていただいております。

６番、小林 日登美様。７番、山本 祐司様。１１番、松林 奈津子様。１２

番、内田 裕也様。なお、学校、行政につきましては、人事異動に伴う変更と

なっております。以上です。 

○松田教育長 事務局の説明が終わりました。質問等ありましたらお願いしま

す。質問ございませんか。それでは、お諮りをします。 

 承認第１７号につきまして、ご承認いただけます方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１７号は承認されました。 

 次に、日程第１３ 承認第１８号につきまして、事務局より説明をお願いし
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ます。 

○望月課長補佐 承認第１８号 甲良町立学校運営協議会委員の任命につき承

認を求めることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良

町教育委員会教育長。甲良町立学校運営協議会委員の任命について、甲良町立

学校運営協議会設置規則第８条の規定により承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。担当の方より説明いたします。 

○寺田課長 失礼します。学校運営協議会といいますのは、従来の学校評議員の

制度に代わるものです。従来の評議員というのは、個人として学校の補助の要

請があれば行政の代わりにアドバイス、意見を言うというものですが、この学

校運営協議会というのは、協議会として、会として学校の運営に対して意見を

言う、また承認をする、あるいは、人事に対しても意見を述べることができる

というもので、より地域のニーズが学校運営に活かされやすい、そういうもの

でございます。今年度から創設させてもらいました。 

 ここにありますように、各学校に運営協議会が設置されますので、その学校

の実情に合わせてこの方々を運営協議会委員として任命させていただきまし

た。以上です。 

○松田教育長 事務局の説明が終わりましたので、ご質問等ございましたら、お

願いします。この学校運営協議会は、昨年もご説明申し上げたコミュニティス

クール、小学校・中学校に今年度４月より設置をするという運びをしてまいり

ました。そこのコミュニティスクールの運営をどうしていくんだということで、

地域の代表の方、学校、そして保護者が一体となって、おらが学校の運営をど

うしていくんやと、地域にできることは地域で協力していこう、保護者が協力

していこうと、みんなで学校を運営していく、その中で子どもたちを一緒に育

てていこうと、そういう趣旨でコミュニティスクールというのを設置したわけ

ですが、そこの推進本部になる、これが甲良町学校運営協議会でございます。 

 今年度新設していますので、やっぱり、規模を初めから大きくするのではな

しに、小さくスタートして、そこから広げていこうというようなことで、準備

のときから協議を重ねてまいりました。若干、運営協議会の委員の人数につい

ては違いがあるんですが、この人たちやったら協力をということを、まずはス

タートとしてお願いをしながら、両者納得して、委員に推薦されてきたもので

ございます。ここからどれだけ協力者が増えていくのかということで、今後の

活動が非常に期待と楽しみだなということを思っています。 

 これまでにも学校に関わっていただいた方々ばかりです。今、名前をご覧い

ただいたら、学校評議員をお願いしていた方、あるいは学校の、例えば読書ボ

ランティアをされて子どもに関わってこられた方、むらづくりを進めて、地域

の学習で協力いただいた方、たくさんの方に本町は学校教育を支えていただい
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ていますので、そういった方々が名前を挙げられてきました。よろしいでしょ

うか。 

 それでは、お諮りします。 承認第１８号につきまして、ご承認いただけま

す方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。 

 続いて日程第１４ 承認第１９号につきまして、事務局より説明をお願いし

ます。 

○望月課長補佐 承認第１９号 甲良町立図書館協議会委員の委嘱につき承認

を求めることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良町

教育委員会教育長。甲良町立図書館協議委員の委嘱について、委員長に対する

事務委任規則第１条第１４号の規定により承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。担当の方より説明いたします。 

○上田参事 甲良町立図書館協議会委員、任期につきましては、令和３年４月１

日から令和５年３月３１日までとなっております。委員の数は全員で１０名と

いうことになります。そのうち、８名の方が新しい委員となっていただいてお

ります。３番、辻 喜美子様。４番、山本 貢造様。５番、広川 八重子様。

６番、平井 むつみ様。７番、今村 優希様。８番、小森 翔子様。９番、寺

村 崇司様。１０番、清水 友子様。なお、７番から１０番につきましては、

学校、行政の人事異動に伴う変更となってございます。また、事務局につきま

しては、髙橋図書館館長と、私、上田社会教育課参事ということになっており

ます。以上です。 

○松田教育長 図書館協議会の委員様について、説明がございました。質問があ

りましたら、お願いします。ございませんか。 

 それでは、お諮りをします。承認第１９号につきまして、ご承認いただけま

す方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第１９号は承認されました。 

 次に、日程第１５ 承認第２０号につきまして、事務局、説明をお願いしま

す。 

○望月課長補佐 承認第２０号 甲良町公民館職員の任命につき承認を求める

ことについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良町教育委員

会教育長。甲良町公民館職員の任命につき承認を求めることについて、社会教

育法第２８条ならびに教育長に対する事務委任規則第１条第８号の規定によ

り、承認を求めるものでございます。担当の方より説明いたします。 

○上田参事 下段をご覧ください。公民館職員です。公民館長から、上田 真司、
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主任、山﨑 貴芳。主事、谷 祐介。同じく主事、荒木 将登。運転手、濱岡

 真樹。会計年度任用職員、河嶌 誠治。以上６名で運営を行っていきます。

よろしくお願いします。以上です。 

○松田教育長 事務局の説明が終わりました。承認第２０号につきまして、ご質

問ございましたらお願いします。 

 これにつきましても、お諮りします。承認第２０号につきまして、ご承認い

ただける方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。承認第２０号は承認されました。  

 それでは、続いて日程第１６ 認定第１号について、事務局より説明をお願

いします。 

○望月課長補佐 認定第１号 令和３年度要保護および準要保護児童生徒の認

定を求めることについて、上記の議案を提出する。令和３年６月１６日。甲良

町教育委員会教育長。令和３年度の要保護および準要保護児童生徒は、別紙の

とおりであるので、認定を求めるものでございます。 

 １枚おめくりください。令和３年度の要保護・準要保護児童生徒の名簿をつ

けさせていただいております。個人情報の観点から、本会議後名簿の回収をさ

せていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 まず、東小学校の方です。要保護につきましては２名です。準要保護児童生

徒につきましては２２人です。 

 １枚おめくりください。甲良西小学校です。西小学校の方に要保護児童生徒

はいません。２０名の準要保護児童生徒となっております。 

 １枚おめくりください。中学校です。準要保護児童生徒につきましては２名

です。準要保護児童生徒につきましては３４名となっております。 

 １枚おめくりください。区域外です。準要保護児童生徒につきましては１人

となっております。 

 １枚おめくりください。区域外の中学生につきましては、６名の準要保護児

童生徒となっております。以上です。 

○松田教育長 要保護・準要保護児童生徒一覧表が出されました。それについて

説明がございました。何か質問等ございますか。その他ございませんか。 

 それでは、お諮りします。認定第１号につきまして、認定いただけます方は

挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

○松田教育長 ありがとうございます。 

 認定第１号は認定されました。事務局の方から確認がございました、この一

覧表につきましては後ほど回収をさせていただくということですので、よろし
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くお願いします。 

 以上で、本日予定しておりました教育本会議の議事、議決、承認等につきま

しては、全て終わりました。これにて令和３年第２回教育委員会本会議を終了

とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 以上で、今日の議題はすべて終了 

 


